　『現代文Ｂ　改訂版』［現Ｂ338］


筑摩書房『現代文Ｂ　改訂版』［現Ｂ338］年間指導計画

	科　目
	単位数
	指導学年
	使用教科書・副教材等

	現代文Ｂ
	４単位
	○○科○学年○学級
	筑摩書房『現代文Ｂ　改訂版』
準拠ノート『現代文Ｂ　改訂版　課題ノート』

（「課題ノート」の扱いについては省略）


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	１．近代以降の様々な文章を的確に理解し、適切に表現する能力を高める。

２．近代以降の様々な文章を読むことで、ものの見方、感じ方、考え方を深める。

３．進んで表現し読書することによって国語の向上を図り、人生を豊かにする態度を育てる。


２　評価の観点および内容

	評価の観点
	評　　価　　の　　内　　容
	略号

	関心・意欲・態度
	国語で理解し表現する力を進んで高めるとともに、国語を尊重してその向上を図ろうとしている。
	関

	話す・聞く能力
	目的や場に応じて効果的に話したり的確に聞き取ったりして、自分の考えを深め、発展させている。
	話

	書く能力
	必要な情報を用い、相手や目的、課題に応じた適切な表現による文章を書き、自分の考えを深め、発展させている。
	書

	読む能力
	近代以降の文章を的確に読み取ったり、目的に応じて幅広く読んだりして、自分の考えを深め、発展させている。
	読

	知識・理解
	言語文化及び言葉の特徴やきまりなどについての理解を深め、知識を身に付けている。
	知


３　学習計画及び評価方法等（現Ｂ338）【一部　２年次】
	２年次／月
	一部／単元名
	単元の目標
	学習内容（教材）
	配当時間
	学習活動
	評価基準・評価方法
	学期・考査範囲

	
	
	
	
	
	
	関＝関心・意欲・態度　　話＝話す・聞く能力　　書＝書く能力
読＝読む能力　　　　　　知＝知識・理解
	

	４
	　　　　　　はじめに
	随想を読んで、言葉について様々な観点があることを知り、自分自身と言葉との関係を見つめ直す。
	１　手づくり定義へのすすめ
	２
	① 「言葉」について意識を向け、現代文に関心をもつ。
②抽象的なものを説明する表現方法や、引用やレトリックについて理解を深める。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　「定義」を通して「言葉」についてどのようなことを考えたか、言葉と身体・言葉と社会はどのように結びついているのかなどを話し合い、グループごとに発表することができるか。〈授業時の活動・課題発表〉

書　「定義」に関する豊富な話題や引用、例を整理することができるか。〈ノートへの記入〉

読　「定義」の持つ性質をまとめることができるか。〈発問・定期考査〉／人間は自分の言葉で「定義」して生きていくしかないため、それらの言葉には「私の偏見」が入らざるをえないという筆者の考えを理解した上で、「馬鹿という人は馬鹿である」という定義を文末においた筆者の意図を理解しているか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	２年　１学期　中間考査

	
	第一部　評論一
	文章の論理展開を追いながら、その論旨を正確に読み取る能力を身につけ、論理的な思考力を養う。メディア論・情報論・環境／経済論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　「生」の音楽という幻想
	２
	①本文を構成上、四つに分け、それぞれを要約する。

②「メディア」や「文化」における「リアリティ感覚」とはどのようなことか考える。
	関　現代の様々なメディアに関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　論旨を押さえながら朗読したり、朗読を聞きながら文章の展開や要旨をとらえたりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　現代のデジタル化されたメディアの持つメリットとデメリットについて自分の考えを整理することができるか。〈ノートへの記入〉

読　「演奏家の表現スタイル」の変化について理解しているか。〈発問・定期考査〉／「音楽は決して鳴り響く音の直接的な体験ではありえない。」という筆者の「文化」に対する考えについて理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	２　地図の想像力
	２
	①本文全体を、形式段落、接続語、指示語で読み解いていく姿勢を理解する。

②中世の地図をどのように見るかによって浮かび上がってくる「近代的思考」の盲点を理解する。

③多様な世界像が存在することを理解する。


	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　論旨を押さえながら朗読したり、朗読を聞きながら文章の展開や要旨をとらえたりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　「地図」についての筆者の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉／〈中世の地図〉〈現代の地図〉というものを筆者がどのように考えているかをまとめることができるか。〈ノートへの記入・定期考査〉

読　「地図」についての筆者の考えを理解し、「地図」の話題が〈科学主義的思考への懐疑〉の導入になっていることを読み取っているか。〈発問・定期考査〉／「地図」は〈多様な世界像の生産の場〉という筆者の考えを理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	３　資源はなぜ枯渇するのか
	２
	①筆者の論を追いながら、環境問題の本質について理解する。

②具体例から筆者の主張を読み取る。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　環境問題に関して、筆者の主張と関わるテーマを考え、テーマごとに班に分かれて問題の分析、解決策の検討などを行い、班ごとに発表することができるか。〈授業時の活動・課題発表〉

書　筆者の主張を分かりやすくまとめて文章化することができるか。〈授業時の活動・提出課題〉

読　筆者の主張を踏まえて、環境や自然について考えを深めることができるか。〈プリント〉

知　語句の意味や用法を理解しているか。〈プリント・小テスト〉
	

	５
	第一部　小説一
	登場人物の心情や思考を丁寧に読み解いて把握するとともに、ストーリーがどのように展開し、描かれているのかを意識しながら読み進める能力を養う。
	１　山月記
	５
	①李徴の性格と、彼が虎に変身するまでのプロセスを把握する。

②李徴の告白から、彼の苦悩がどのようなものかを読み取る。

③自分が虎になった理由について、李徴の考え方の変化を跡づけながら、彼が真実の自己に気づいていく過程を読み取る。

④袁慘が李徴の詩を聞いて、「どこか欠けるところがあるのではないか」と感じたのは、李徴のどのような点かを考える。
	関　日本の近代小説や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉／『山月記』のテーマや登場人物の心情について積極的に話し合い、それらをまとめて発表することができるか。〈授業時の活動〉
書　虎になった李徴の苦悩について、自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入・定期考査〉

読　李徴の性格と、彼が虎に変身するまでのプロセスを理解しているか。〈発問・定期考査〉／李徴の苦悩はどのようなものかを読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉／李徴の詩について袁慘が「どこか欠けるところがあるのではないか」と感じた理由を、詩を手がかりにして考えることができるか。〈発問・意見交換・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／中島敦とその作品について理解しているか。〈発問〉
	

	６
	第一部　評論二
	文章の論理展開を追いながら、その論旨を正確に読み取る能力を身につけ、論理的な思考力を養う。境界論・ジェンダー論・動物行動学など幅広い分野の評論文を読む。
	１　見えないものを見る
	２
	①具象から抽象、そして抽象を組み立てながら柔らかな思考を手繰り寄せる表現手法を理解する。

②古い街にあった「すきま」が、現代の都市で失われた原因を把握し、現代の「すきま」たりうる「アート」がどのような役割をはたしうるか考える。

③筆者の言う「見えないものを見る」とはどういうことかをまとめる。
	関　現代社会の状況や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　自分たちの身近にある「すきま」で行われている活動を発表する。〈授業時の活動・課題発表〉

書　筆者の言う「見えないものを見る」とはどういうことかを理解してまとめることができるか。〈ノートへの記入・定期考査〉

読　古い街にあった「すきま」が、現代の都市で失われた原因を把握する。〈発問・定期考査〉／現代における「すきま」はどこにあるかを本文から読み取る。（発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	２　ことばがつくる女と男
	２
	①本文を構成上三つに分けて小見出しをつける。

②「女らしさ／男らしさ」という二項対立はどのようなことを意味するか考える。

③ことばとアイデンティティとの関係について理解する。
	関　現代社会の状況や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　論旨を押さえながら朗読したり、朗読を聞きながら文章の展開や要旨をとらえたりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉／一人称の「人称詞」としてどのようなものがあるか調べて発表することができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　筆者の考えを自分なりに理解してまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　「『ジェンダーする』行為」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／筆者がアイデンティティをつくりあげる材料とみなしているものにはどんなものがあるか整理して考えることができるか〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	２年　１学期　期末考査

	
	
	
	３　ゴリラから学ぶ
	２
	①ゴリラとニホンザルの社会性の特徴を整理・比較する。
②ゴリラの社会性が人間の社会性にどのように受け継がれているかを読み取る。
③人間の社会性が抱える現代的課題やコミュニケーションにおけるＩＴ技術の限界を考える。
	関　観察結果の読みとり方、仮説の見直しなど、科学的なスタイルの文章への関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　動物の社会的な関係を調べ、人間はそこから何を学ぶことができるのか、話し合うことができるか。〈授業時の活動〉

書　人間の社会性が抱える現代的課題やコミュニケーションにおけるＩＴ技術の限界について、自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　ゴリラとニホンザルの社会性の特徴をキーワードで捉え、内容を簡潔に整理することができるか。〈発問・定期考査〉／「負けない構えの美しさを尊ぶ社会」とはどのような社会か、筆者の考えをまとめることができるか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	７
	第一部　詩・短歌
	詩・短歌を味読することによって言語感覚を磨き、豊かな感受性を養う。
	１　小諸なる古城のほとり

２　邪宗門秘曲
３　小景異情

４　永訣の朝
	３
	①詩の中のそれぞれのことばが持つイメージやことばの繰り返しが作り出す韻律の効果を理解する。（１）

②前半と後半のイメージの違いに注意し、そこに象徴された作者の心情を読み取る。（１）

③一連目の表現上の工夫を理解する。（２）
④「邪宗門」がどのようなものを象徴しているか理解する。（２）
⑤七五調やことばの繰り返しが作り出す韻律の効果を理解する。（３）

⑥作者の「ふるさと」への思いがどのように表現されているかを考える。（３）

⑦「あめゆじゆとてちてけんじや」ということばは、作者にとってどのような意味を持っているかを考える。（４）

⑧「Ora Orade Shitori egumo」ということばは、妹のどのような気持ちを表しているかを考える。（４）

⑨妹との死別を作者はどのように受け止め、どのように表現しているかを考える。（４）

⑩方言や欧文表記はどのような効果をあげているかを考える。（４）
	関　詩を読むことに楽しさや興味を感じているか。〈発問・授業時の反応〉／感情を盛り込んで朗読できるか。〈授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　詩を効果的に朗読したり、それを聞きながら情景を的確にとらえたり、表現を味わったりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　それぞれの詩を読んで感じたことを文章としてまとめることができるか。〈ノートへの記入・感想文〉

読　詩の中のことばを手がかりにして、それぞれの詩の主題を理解することができるか。〈発問・定期考査〉／作者の心理や思いがどのように表現されているかを理解しているか。〈発問・定期考査〉／詩人が置かれていた環境や、時代背景・思想的背景を理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　四編の詩を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／各詩人や、その代表作について理解しているか。〈発問・プリント〉
	

	
	
	
	５　短歌
	２
	①それぞれの短歌を声に出して読み、韻律を味わう。

②それぞれの短歌をことばに即して解釈し、表現されている情景や作者の心情を理解する。

③短歌の修辞やその役割について理解する。

④様々な歌人についての理解を深める。

	関　短歌を読むことに楽しさや興味を感じているか。〈発問・授業時の反応〉／感情を盛り込んで朗読できるか。〈授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　短歌を効果的に朗読したり、それを聞きながら情景を的確にとらえたり、表現を味わったりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　それぞれの短歌を読んで感じたことを文章としてまとめることができるか。〈ノートへの記入・感想文〉

読　ことばに即して読み、表現されている情景や作者の心情を理解することができるか。〈発問・定期考査〉／歌人が置かれていた環境や、時代背景を理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　短歌を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／短歌の歴史・表現技巧や、代表的な歌人などについて理解しているか。〈発問・プリント〉
	

	９
	第一部　評論三
	多様なテーマの様々な文章を読むことによって、具体例が導く抽象的な概念について考察する態度を養う。現代社会論・記号論・文学論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　風評というリスク
	３
	①「リスク社会」において、科学技術や産業がリスクをうまく扱えなくなっている理由を理解する。 

②「風評リスク」とはどのようなものか、それがどのような特質を持つものであるのかを読み取る。 

③「風評リスク」の問題を通して筆者が現代社会にどのような課題を見出しているのかを考える。 
	関　現代社会の状況や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　「風評リスク」はなぜ巨大化しやすいのか、話し合って発表することができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　筆者の「リスク社会」に対する主張をまとめ、自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入・定期考査〉

読　「リスク社会」において、「科学技術や産業」がリスクをうまく扱えなくなっている理由を理解しているか。〈発問・定期考査〉／「風評リスク」とはどのようなものか、またどのような特徴があるか、整理することができるか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	２年　２学期　中間考査

	
	
	
	２　記号論と生のリアリティ
	３
	①本文を構成上四つの部分に分け、論旨の展開を整理する。

②具体例を参考にして、「記号論」の基礎的な考え方を理解する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　朗読を通して、文章の展開や要旨を的確にとらえているか。〈発問・授業時の反応〉／自分の身の回りのものを取り上げ、「記号学」の考え方に沿って、その意味をまとめられるか。〈発問・授業時の活動〉

書　「記号とはなにか」とあるが、「記号」とはどのような存在かを本文を踏まえて説明できるか。〈ノートへの記入・定期考査〉
読　「認識」「記号」「分節化」について理解しているか。〈発問・定期考査〉／傍点が付された箇所を抜き出し、それぞれにどのような効果があるか考えられるか。〈ノートへの記入・発問〉
知　語句の意味・用法を理解しているか。〈プリント・小テスト〉
	

	
	
	
	３　ラムネ氏のこと
	３
	①筆者の言う「ラムネ氏」とは、どのような人間のことをさしているかを理解する。

②フグや茸の毒にあたって命を落とした人々の血と血のつながりの中に「ラムネ氏」がひそんでいるという筆者の考えを理解する。

③この文章に取り上げられたいくつかの例を踏まえて、「物のありかたを変えてきた」のは人々のどのような気概かを理解する。

④この文章が書かれた時代背景を踏まえながら、筆者が「戯作者もまた、一人のラムネ氏ではあった」と述べている意味を理解する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　論旨を押さえながら朗読したり、朗読を聞きながら文章の展開や要旨をとらえたりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　「ラムネ氏」にこめられた筆者の考えについて、自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　筆者の言う「ラムネ氏」とは、どのような人間のことをさしているかを理解しているか。〈発問・定期考査〉／この文章に取り上げられたいくつかの例を踏まえて、「物のありかたを変えてきた」のは人々のどのような気概かを理解しているか。〈発問・定期考査〉／筆者が「戯作者もまた、一人のラムネ氏ではあった」と述べている意味を理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／坂口安吾の代表的な作品やその思想について理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	1０
	第一部　小説二
	文脈の中でのことばの意味をとらえながら、場面を追って読み進め、読み手として小説に参加する楽しさを味わう。
	１　鞄
	３
	①「青年」が語ることばから、彼にとってこの「鞄」がどのような意味を持つ物だったのかを考える。

②「青年」が残していった「鞄」を持った「私」は、どのような状態になったか、またどのような心境になったかを読み取る。

③小説の終末部に出てくる「自由」とは、どのような「自由」なのかを考える。

④この小説の中で、「鞄」はどのようなことを意味しているのか考える。
	関　教材の内容や、作者に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉／「鞄」の持つ意味について積極的に話し合い、それらをまとめて発表することができるか。〈授業時の活動〉
書　ストーリーを要約できるか。〈発問・ノートへの記入〉／小説の中で「鞄」が意味するものについて、自分の考えを整理することができるか。〈ノートへの記入・定期考査〉

読　「青年」にとって「鞄」が持つ意味を的確に理解しているか。〈発問・定期考査〉／残された「鞄」を持った「私」の状態と心境を的確に読み取っているか。〈発問・定期考査〉／小説全体の中で「鞄」が何を意味しているかを理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／安部公房とその作品について理解しているか。〈発問・定期考査〉
	

	
	
	
	２　濃紺
	３
	①「繁柾」の下駄が「きよ」に贈られるまでの経緯を把握する。

②「繁柾」の下駄はどのような下駄であったか、また「きよ」がその下駄から感じたことを読み取る。

③「下駄は三十年のきよの心にこたえて、見勝りする姿である」とはどのようなことか考える。

④「きよ」が「嫁の春子」に下駄の由来を聞かせようと思った理由を考える。
	関　日本の現代小説や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉
書　「繁柾」の下駄に対する「きよ」の思いについて、感じたことをまとめることができるか。〈ノートへの記入・定期考査〉

読　「繁柾」の下駄が「きよ」に贈られるまでの経緯を理解しているか〈発問・定期考査〉／「繁柾」の下駄が贈られた当時、「きよ」がその下駄から感じたことを読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉／三十年を経た「繁柾」の下駄はどのように変化していたかを読み取り、「きよ」がなぜ嫁の「春子」にその下駄の由来を聞かせようと思ったのかを考えることができるか。〈発問・意見交換・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／幸田文とその作品について理解しているか。〈発問〉
	

	11
	第一部　評論四
	論理の展開を理解しながら筆者の主張を読み取り、社会や人間についての考えを深める。フェミニズム論・消費社会論・政治思想論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　変貌する聖女
	３
	①「個人的なこと」はなぜ「政治的」なのかという筆者の論を、書き換えられる「伝記」の例を通して、女性観と関連させながら理解する。

②フェミニズム運動の変遷や、ジェンダーの考え方について知り、現代社会に横たわる問題について考える。
	関　フェミニズムと社会状況の関わりや、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　論旨を押さえながら朗読したり、朗読を聞きながら文章の展開や要旨をとらえたりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉／「平等な入試が実現されてから二十年以上経っていたのに、なぜこんな違いがあった」のかを考え、意見を述べることができるか。〈発問・授業時の活動〉／映画や小説の中での女性の描かれ方について具体例を挙げて考えることができるか。〈授業時の活動〉
書　筆者の考えを自分なりに理解してまとめることができるか。〈発問・ノートへの記入〉

読　社会の変化とともに、伝記の中のキュリー夫人がどのように「変貌」していったかを理解し、整理できるか。〈発問・定期考査〉／「『個人的なことは』あくまで『政治的』なのです」という筆者の考えを理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	２年　２学期　期末考査

	
	
	
	２　広告の形而上学
	３
	①資本主義社会における広告という現象の意味を考える。

②差異性が生み出す価値とは何か考える。

②ソシュールの言語論・マルクスの貨幣論を用いた筆者の意図を確認する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　同じ種類の商品の、様々な広告を集めて比較検討し、広告と広告との間には商品の違いには還元できない差異があることを確かめることで、本文で示される広告の二重性をとらえられるか。〈授業時の活動〉
書　広告の本質とは何か、筆者の考えを理解してまとめることができるか。〈ノートへの記入・定期考査〉

読　広告が「形而上学的な奇妙さに満ち満ちた逆説的な存在」であるとはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／筆者の説がどのような点において「差異性をもった言説」か理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	３　ぼくらの民主主義なんだぜ
	３
	①筆者の考える「民主主義の本質」とは何かを読み取る。
②民主主義は「未完のプロジェクト」かという筆者の問いかけから、常識を問い直して思考を深める評論のスタイルを学ぶ。
	関　現代社会の状況や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　クラスで意見を集め、何かを決める際に、どのような手順で進めているかを振り返ることができるか。〈授業時の活動〉／多数決による決定や、わたしたちが「常識」だと考えている民主主義の問題点を話し合って整理することができるか。〈発問・授業時の活動〉
書　民主主義の本質とは何か、筆者の考えを理解してまとめることができるか。〈ノートへの記入・定期考査〉

読　三つの具体例から筆者の意見がまとめられていく論理構造を把握しているか。〈発問・定期考査〉／なぜ民主主義は「未完のプロジェクト」と言えるのかを説明できるか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	12
	　　　　　　　　　　　第一部　小説三
	本格的な文学作品を読むことを通して、作品の成り立ちを含めた立体的な読みを構築する方法を学ぶとともに、読書に親しみ、人生についての考えを深め、生涯にわたって国語に関わる態度を養う。
	１　こころ
	７
	①小説の登場人物やストーリーを把握し、場面ごとの描写から人物の心情を読み取る。

②「Ｋ」の告白を聞いた時の「私」の心情を読み取り、次第に「Ｋ」を「魔物」のように意識していく「私」の心の推移を読み取る。

③「精神的に向上心のないものはばかだ」ということばを「Ｋ」に投げつけた「私」の意図を読み取る。

④「Ｋ」の「覚悟」ということばを「私」はどのように解釈し、どのような行動に出たかを読み取る。

⑤「Ｋ」の自殺に直面した「私」の心の動きと良心の呵責を読み取る。

⑥夏目漱石の文学・思想について理解を深める。
	関　夏目漱石や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉／『こころ』のテーマや登場人物の心情について積極的に話し合い、それらをまとめて発表することができるか。〈授業時の活動〉
書　「私」と「Ｋ」それぞれの性格をまとめることができるか。〈ノートへの記入〉／「Ｋ」の自殺の理由と「私」の良心の呵責について自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉／夏目漱石が描いた人間の「こころ」について自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　「Ｋ」の告白を聞いた時の「私」の心理と、次第に「Ｋ」を「魔物」のように意識していく「私」の心の推移を読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉／「Ｋ」の「覚悟」ということばを「私」はどのように解釈し、どのような行動に出たかを読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉／「Ｋ」の自殺に直面した「私」の心の動きを読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／夏目漱石の代表的な作品やその思想について理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	1
	第一部　記録
	歴史や民俗を記録した文章を読み取りながら、人間や文化についての考えを深める。
	１　のんのんばあと妖怪たち
	２
	①筆者の「語り」から「のんのんばあ」は、「僕」にとってどのような存在であったかを読み取る。

②本文を通して、近代化の過程で消えていった習俗や世界観を理解し、現代社会を見つめ直す。
	関　筆者や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　朗読を聞いて、文章の展開や情景を的確にとらえながら朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　この文章を読んで感じたことをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　「船が山を行く」ことが重大な問題だった理由と、「僕」はこの問題にどのような答えを出したか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「少しこっけいで少し悲しい思い出にふけった」ときの「僕」の心情を説明できるか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２年　３学期　期末考査

	
	
	
	２　清光館哀史
	３
	①民俗学者としての柳田國男について理解を深め、民俗学への関心を高める。

②音読を通して文体を味わう。

③紀行文のスタイルで書かれていることを確認し、作者独自の表現や、その効果に留意する。
	関　筆者や民俗学に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　状況を理解しながら朗読したり、朗読を聞きながら作者独特の文体のリズムを理解したりすることができるか。〈授業時の活動・授業時の反応〉／本文を参考にして、大きな変化のあった土地や町についての「記録」を八百字程度で文章にできるか。〈発問・授業時の活動〉

書　日本文化についての筆者の主張に対して、自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　「浜の月夜」と「清光館哀史」とを読み比べて、六年間の変化と筆者が新たに感じ取ったことを理解し、整理できているか。〈発問・ノートへの記入・定期考査〉／筆者の記述から、筆者が何を言おうとしているかを読み取ることができるか。〈発問・ノートへの記入・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／柳田國男の代表的な作品やその思想について理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	２
	第一部　評論五
	論理的な文章をその論理展開を把握するだけでなく、そこにこめられた筆者の物の見方・考え方を学び、人間や社会について考えを深める。越境論・政治思想論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　メディアと倫理
	３
	①メディアの違いが受け手にもたらすものについて「写真」と「テレビ」に現れる構造的な違いを「倫理的ジレンマ」の観点から読み取る。

②身の回りにあるメディアに対して能動的・批判的に関わろうとするメディアリテラシーを養う。
	関　「映像」をはじめとしたメディアや、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　論旨を押さえながら朗読したり、朗読を聞きながら文章の展開や要旨をとらえたりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉／本文の内容を踏まえて、メデイアに対して自分の考えをもち、意見を述べることができるか。〈発問・授業時の活動〉／近年のメディアの変容がもたらす影響について具体的な事柄を取り上げて発表することができるか。〈授業時の発表〉
書　「テレビ固有のメディア性」について、説明することができるか。〈ノートへの記入〉／写真では、「少女に対しての〈責任〉」を見る者は感じずにはいられない」のに、ライヴ中継では「彼女を助けなければならない責任を負うことになる」のはなぜか理解しているか。〈発問・ノートへの記入〉

読　「〈近さ〉の衝撃力」とはどのようなことかを理解しているか。〈発問・定期考査〉／「倫理的ジレンマ」とはどのようなことかを理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／「メディアリテラシー」について理解しているか。
	

	
	
	
	２　「である」ことと「する」こと
	４
	①「『である』ことと『する』こと」について、具体例をあげて確認しながら筆者の基本的な考えの枠組みを理解する。

②各章のまとめを通して、筆者の全体的な論理展開を逐い、筆者の主張についての理解を深める。

③身近な生活や日本の社会のありようについて、筆者の意見を参考にまとめ、論理的に考察したりそれを深めたりする。
	関　丸山眞男や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　朗読を通して、文章の展開や要旨を的確にとらえているか。〈発問・授業時の反応〉
書　身近な生活や今日の社会問題について、筆者の考えの枠組みを利用した考察を六百～八百字程度にまとめてみることができるか。〈課題提出・小論文〉／最終章で筆者が描き出す理想的な民主主義社会の未来像について、四百～六百字程度で考察したり評価したりすることができるか。〈課題提出・小論文〉

読　〈参考〉に掲げた夏目漱石『現代日本の開化』や、福沢諭吉『学問のすゝめ』などを適宜参考資料として併せ読むことで、日本社会のあり方についての考えを深めることができるか。〈プリント・発問〉

知　筆者の用語を整理し、黒板やノートに書くなどして定義を確認することができるか。〈指名・ノート記入〉
	

	
	
	
	〈参考〉現代日本の開化
	
	①近代日本社会の本質として漱石が掲げた「内発的」と「外発的」という二項対立を、比喩や具体例に立ち戻って理解する。
②「『である』ことと『する』こと」と、内容や表現方法について比較する。
	関　夏目漱石や、当時の時代状況、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　朗読を通して、文章の展開や要旨を的確にとらえているか。〈発問・授業時の反応〉
書　丸山眞男「『である』ことと『する』こと」の二項対立との比較を、整理することができるか。〈発問・授業時の活動〉

読　丸山眞男「『である』ことと『する』こと」の内容や表現方法と比較し、日本社会のあり方についての考えを深めることができるか。〈発問〉

知　筆者の用語を整理し、黒板やノートに書くなどして定義を確認することができるか。〈指名・ノート記入〉
	

	３
	第一部　実用の文章
	手紙の書き方・読み方を複数の例を通して学び、手紙という文化のあり方や日本の伝統について知識を広げるとともに、自らの表現に役立てる。
	●手紙
	１
	①相手の違いや、目的の違い・差出人の違いが、どのような表現の違いを生んでいるかを理解する。

②具体的な状況を設定して実際に手紙を書いてみる。
	関　手紙に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉
話　手紙を作成する際のポイントについて、積極的に意見を述べることができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　手紙文の基本的な約束事を理解した上で、自らそれを活用し表現することができるか。〈発問・授業時の活動〉

読　手紙の内容や、手紙の決まりに関する説明の要点を的確にとらえているか。〈発問・授業時の反応〉／様々な手紙文を読み、内容を理解することを通して、知識を得たり考えを深めたりすることができるか。〈発問・授業時の反応〉
知　手紙の形式や、時候の挨拶等について知っているか。〈発問・小テスト〉／手紙文にも様々なスタイルがあり、それぞれのスタイルがどのような内容の違いを生むかを理解しているか。〈発問・授業時の反応〉
	

	
	
	基本的な報告文の書き方を学ぶことで、様々な資料を元に客観的に意見を伝える方法を身につけ、伝え合う力や態度を養う。
	●報告
	１
	①例文の構成を分析し、各段落がどのような目的で書かれているかを理解する。

②「何を伝えたいか」「なぜそれを伝えたいか」などを意識しつつ実際に取材をし、報告をまとめる練習をする。
	関　報告に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　報告文を作成する際のポイントについて、積極的に意見を述べることができるか。〈発問・授業時の反応〉

書　実際にテーマを決めて取材し、それを文章や発表で報告することができるか。〈創作・課題発表〉

読　様々な報告文を読み、内容を理解することを通して、資料を収集し、図表などを添えて文章化していく過程について考えることができるか。〈発問・授業時の反応〉

知　報告文の文体としてどのような文体が適切か、またそれはなぜかということを、内容と関連づけて考えることができるか。〈発問・授業時の反応〉
	


３　学習計画及び評価方法等（現Ｂ338）【二部　３年次】
	３年次／月
	二部／単元名
	単元の目標
	学習内容（教材）
	配当時間
	学習活動
	評価基準・評価方法
	学期・考査範囲

	
	
	
	
	
	
	関＝関心・意欲・態度　　話＝話す・聞く能力　書＝書く能力　

読＝読む能力　知＝知識・理解
	

	４
	第二部　評論一
	文章の内容を叙述に即して的確に読み取り、またそれを要約する能力を習得するとともに、文章の構成を確認し、表現の特色をとらえる。文化論・建築論・身体論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　ピジンという生き方
	３
	①比喩を多用した随想的な表現や文体に親しむとともに、「ぼく」の体験という具象から、「私」の人間存在といった抽象を導く論の展開を理解する。
②「ピジン言語」を自身の「生き方」にまで高めた筆者のしなやかな多文化主義を読み取る。
	関　多文化主義や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　ピジン＝クレオル言語や、ハワイの多文化社会＝多言語社会や小笠原諸島に入ってきた言葉について調べて発表し、「ひとつの言語だけでは、世界のどんなに小さな部分も理解することができない！」の意味を実感することができるか。〈授業時の活動・課題発表〉／日本語にはどのような複数の言語が痕跡として残っているのかを調べ、発表することができるか。〈授業時の活動・課題発表〉
書　「旅」「言葉」「新たな経験の可能性」の三つを用いて本文をまとめることができるか。〈発問・ノートへの記入〉

読　「ピジン＝クレオル言語」の背後に、言葉による「新たな経験の可能性」があることを読み取り、本文の主題を把握しているか。〈発問・定期考査〉／本文全体が多言語文化への憧憬によって書かれているだけではなく、世界と自己をつなぐ実践へと開かれていることを理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	３年　１学期　中間考査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	
	
	２　建築論ノート
	３
	①建築を題材として「近代化」や「都市化」について学ぶ。（ハーディ／英、漱石・子規／日本を例にして）

②引用や比喩、レトリックを駆使して展開する評論の型の技法を学び、その効果を考える。
	関　都市化や現代社会の状況、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　イギリスおよび日本の近代の都市の特徴と時代背景について、発表することができるか。〈授業時の活動・課題発表〉／本文の引用や比喩表現について、その効果を話し合うことができるか。〈授業時の活動〉／つくっては壊す建築のあり方とは異なる建築、都市のあり方とは何なのかを主体的に考え、意見を述べることができるか。〈授業時の活動〉
書　建築が新たに作られることが自然や土地や人間にどう影響するか、具体例を出すなどしながらまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　「テロリズム」「建物の死」「連続殺人」「隠れた教師」などの比喩が何を指しているのかを摑み、主題とのかかわりを理解しているか。〈発問・定期考査〉／「つくっては壊し、壊してはつくる」建築が人間にどのようなことをもたらすか、筆者の主張を理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	３　模倣と「なぞり」
	３
	①「模倣」と「なぞり」、「型」と「形」という対比構造によって展開される「芸の継承」についての論理展開を理解する。

②身体の感覚という抽象的な題材について具体例を参考にして理解し、自己と他者との関係性における「身体」について「模倣」の観点から考える。
	関　「身体」や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　「なぞり」によって身につけたものについて、その習得の過程や特徴など、自分の経験をもとに班ごとに二十分程度話し合い、意見をまとめて発表することができるか。〈授業時の活動〉
書　「型破りが『さまになる』」とはどのようなことか、自分の考えを整理して、まとめることができるか。〈発問・ノートへの記入〉

読　「雪面と全身とが相呼応して、いわば両者の変転が一つの活動として進行してゆく」とはどのようなことか説明できるか。〈発問・定期考査〉／「模倣と『なぞり』の違い」を理解しているか。〈発問・定期考査〉／「『～できる』知、身に染みこんだ図式」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	５
	第二部　小説一
	ストーリーに沿って登場人物の心の動きを的確に読み取りながら、想像力を働かせて主題を読み解く力をつける。
	１　捨てない女
	３
	①比喩や独特の表現描写から、「わたし」の考えを読み取る。

②この小説において「ゴミ」とはどのような存在か、作者のことばに対する独自の感性を読み取りながら考える。
	関　教材の内容や、作者に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　「わたし」の心情や置かれている状況を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら内容を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉／本文から印象的な表現を選び、筆者の考えやその表現の効果について積極的に話し合い、それらをまとめて発表することができるか。〈授業時の活動〉
書　「わたし」が小説を書くにあたってどのような「ゴミ」が出るか、順に整理することができるか。〈発問・ノートへの記入〉
読　「書き損じた原稿用紙の行く末」を理解し、整理できるか。〈発問・定期考査〉／小説の中で「ゴミ」はどのような存在か、理解し、整理することができるか。〈ノートへの記入・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	２　トカトントン
	５
	①一通の手紙と、作家からの返信という設定によって、どのような効果が生まれているかを考える。

②文体上の特徴や、その効果について考える。

③戦後に発表されたこの作品が描こうとしたものについて、文学の意義や人々に与える影響を含めて考える。
	関　作者や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　「私」の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら心情や情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉
書　「私」の手紙の内容を三つの部分に分け、整理してまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　「トカトントン」が聞こえてくる挿話を整理して、どのような場面で聞こえてくるかをまとめることができるか。〈発問・定期考査〉／「作家」は「私」のことばをどのように受け止めているか、最終段落の作家の手紙の内容を理解し、考えることができるか。〈ノートへの記入・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／太宰治について、その文学史的な意味を理解しているか。〈プリント・発問〉
	

	６
	第二部　随想
	文章の論旨や、考察の展開の過程を的確に把握し、それをもとに自身の考えを深める力を養う。
	１　鈴虫の間、僕の六畳間


	２
	①英語を母語とするアメリカで生まれた筆者の日本語による随想を読んで、表現描写や筆者の感受性を味わう。

②日本やそれ以外の文化を見渡し、「間」という概念について考える。
	関　筆者や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　「間」や、それらに結びつく自分の経験について語ることができるか。〈発問・授業時の活動〉／様々な文化における「間」について調べ、発表することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞いて、文章の展開や情景を的確にとらえることができるか。〈発問・授業時の活動〉
書　この随想を四つの部分に分け、それぞれの内容をまとめることができるか。〈発問・ノートへの記入〉／筆者の考え方に対し、自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉／「イメチェン」の過程を整理することができるか。〈発問・ノートへの記入〉

読　「そう聞こえる」とは、何が、どのように聞こえることかを理解しているか。〈発問・定期考査〉／筆者の言う「ぼく独特の間」とはどのようなものかを理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／「間」のつく慣用句の意味を確認し、短文を作ることができるか。〈発問・授業時の活動〉
	３年　１学期　期末考査

	
	
	
	２　歩く人
	１
	①「街を歩くこと」のためには、どのような「習練」が必要かを考える。

②セオドー・レトキのことばの引用が、どのような効果を挙げているか話し合う。


	関教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉
話朗読を通して、文章の展開や要旨を的確にとらえているか。〈発問・授業時の活動〉

書内容の要約や自分なりの感想をまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読「歩くこと」について、ベンヤミンに触発された筆者の物の捉え方を理解しているか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	７
	第二部　評論二
	多様なテーマの様々な文章を読むことによって、具体例が導く抽象的な概念や、比喩を用いた表現について考察する態度を養う。芸術論・歴史論・文化人類学など幅広い分野の評論文を読む。
	１　絵画は紙幣に憧れる
	３
	①「絵画」と「紙幣」の比喩的な関係を軸にした論の展開を通して、近代芸術の価値について考える。

②ふだん当たり前に使用している紙幣（貨幣）の存在が、現代社会の中でどのような働きをしているかを理解する。
	関　「紙幣」や「絵画」など、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　論旨を押さえながら朗読したり、朗読を聞きながら文章の展開や要旨をとらえたりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉／本文の内容を踏まえて、芸術作品における「価値」について理解し、意見を述べることができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　「絵画は紙幣に憧れる」というタイトルにはどのような意味が込められているか、まとめることができるか。〈ノートへの記入〉／筆者の主張を踏まえて、「近代芸術の特質」について整理し、まとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　「一種の因習的な『くさび』」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／絵画と紙幣を「一種の双子」「共犯関係」という比喩で表現しているが、それはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「物質と形式が絡み合う非実体的な知のメカニズム」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	２　物語と歴史のあいだ
	３
	①引用や比喩などの意図をつかみ、「物語」と「歴史」の関係を理解する。

②「過去が想起と不可分であるように、歴史的出来事もまた歴史的叙述から独立に論じることはできない」という筆者の主張を理解する。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　朗読を聞いて、文章の展開や要旨を的確にとらえることができるか。〈発問・授業時の活動〉／虚構の世界を描く文学作品について「物語行為」という視点からとらえ、その効果を考えることができるか。〈意見交換〉

書　本文の要旨を百字以内でまとめられるか。〈プリントへの記入〉

読　「あえかな文様」とは何がどのよう状態であることを表したものか理解しているか〈発問・定期考査〉／「関心の遠近法」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「考古学的資料ですら『解釈』の汚染を免れてはいない」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	３　骨とまぼろし
	３
	①「メンティーラ」と「カラベラ」という二つのキーワードから、メキシコ社会を形作っているものについて考える。

②異文化社会や共同体の意義、人間が共生していくためのつながりについて、筆者の論を参考にして考える。
	関　「異文化」や他文明の歴史など、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　論旨を押さえながら朗読したり、朗読を聞きながら文章の展開や要旨をとらえたりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉／本文の内容を踏まえて、メキシコと日本の文化の違いについて考え、意見を述べることができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　メキシコ建国の歴史について調べ、本文の読解の参考にすることができるか。〈ノートへの記入〉／メキシコ社会に暮らす人々を本文に即して二つのグループに分け、それぞれの特徴を示す表現を抜き出し、整理することができるか。〈発問・ノートへの記入〉

読　「植民者」や「混血者」にとって「メンティーラ」とはどのようなものか、その背後には何があるかを筆者の論を参考に説明することができるか。〈発問・定期考査〉／「文明の全体が立体としてみえてくる」とはどのようなことかを理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	９
	第二部　詩・俳句
	現代詩・俳句を味読することによって言語の可能性を考え、ことばに対する新鮮な感受性を養う。
	１　祝婚歌

２　旅情

３　ブリキの宇宙ロケット
	３
	①「～ほうがいい」という表現によって、新婚の夫婦に自らの生活経験から出た人生の教訓を穏やかな口調で伝えようとする作者の思いを読み取る。（１）

②「生きていることのなつかしさ」とはどのようなことか話し合う。（１）

③擬人法やその効果について考える。（２）

④「旅情」という題名に込められた作者の思いを考える。（２）

⑤「ブリキの宇宙ロケット」とは「おれ」にとってどのような存在か考える。（３）
	関　詩を読むことに楽しさや興味を感じているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　詩を効果的に朗読したり、それを聞きながら情景を的確にとらえたり、表現を味わったりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　詩を読んで感じたことを文章にまとめることができるか。〈ノートへの記入・感想文〉
読　詩の中のことばを手がかりにして、それぞれの詩にこめられた作者の思いを理解しているか。〈発問・定期考査〉／作者の思いがどのように詩に表現されているかを理解しているか。〈発問・定期考査〉
知　三編の詩を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／各詩人や、その代表作について理解し、現代詩に対する興味を高めることができたか。〈発問・プリント〉
	

	
	
	
	４　俳句
	２
	①それぞれの句に表現された情景や作者の心情を考える。

②ことば同士の意味やイメージのつながりと飛躍に注意しながらそれぞれの句を味読し、俳句における表現の豊かさを実感する。

③各句の表現や形式の違いに注目し、各俳人の個性について理解を深める。
	関　俳句を読むことに楽しさや興味を感じているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　俳句を効果的に朗読したり、それを聞きながら情景を的確にとらえたり、表現を味わったりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　俳句を読んで感じたこと文章にまとめることができるか。〈ノートへの記入・感想文〉

読　ことばに即して読み、表現されている情景や作者の心情を理解しているか。〈発問・定期考査〉／俳人が置かれていた環境や時代背景を理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　俳句を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／俳句の歴史・表現技巧や、代表的な俳人などについて理解しているか。〈発問・定期考査〉
	

	10
	第二部　評論三
	論理的な文章を通して、現代社会や時代、文化のありようをどのように読み解くことができるかを学び、社会や文化についての自分の考えを発展させる。身体論／文化論・科学技術論・日本文化論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　「美味しさ」について
	３
	①「美味しさ」という身近な話題から、「オリジナルとコピー」「記憶」という概念へ発展する論理展開を押さえる。

②前半の豊富な具体例が、後半の急な論理展開の何に対応するのかを丁寧に押さえながら、味覚が人間の記憶に根ざしているという筆者の主張が深められていく過程をたどる。
	関　オリジナルとコピー、記憶のあり方についてや、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　筆者の主張を踏まえ、自分にとっての「美味しさ」とは何か、自分自身の感覚と記憶を表現し、共有することができるか。〈授業時の活動〉

書　食品の「工業的製法」の発展が、人間の「味覚」にどのような影響を与えるか、筆者の主張を踏まえて論じることができるか。〈発問・ノートへの記入〉

読　「食べものの味に関する要素還元的な思考」の限界とは何かを、本文から読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉／「美味しさ」の感覚を再現することの困難さがどういった要素に起因しているかを、本文中から的確に読み取っているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	２　技術の正体
	３
	①「科学技術」という語から「科学」と「技術」とを切り分け、一般には軽視されている「技術」に焦点を当てる筆者の議論の独自性に注目する。

②冒頭の問題提起が深められていくことで議論の中で新たな問いが立てられていく文章の構成を押さえる。

③「人類の理性が科学を産み出し、その科学が技術を産み出した」という「常識」を疑うことで発想の転換を迫っていく、評論のスタイルを学ぶ。　
	関　科学技術のあり方や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　「両刃の剣」としての科学技術にはどのようなものがあるか、具体例を挙げて話し合うことができるか。〈授業時の活動・課題発表〉／「理性」「科学」「技術」の三者の関係を筆者はどのように捉えているか話し合うことができるか。〈授業時の活動〉

書　「技術の正体」についての筆者の考えを要約した上で、自分の意見をまとめることができるか。〈発問・ノートへの記入〉

読　「技術というものについてのわれわれのとんでもない思い違い」とはどのようなことかを、本文中から的確に読み取っているか。〈発問・定期考査〉／従来の技術論に対する「安易」「倨傲」といった批判や、「畏敬」「節度」といった筆者の提言の語彙に注目し、単なる近代批判・科学技術批判ではなく、その向き合い方（態度）を批判していることを読み取っているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	３　陰翳礼讃
	３
	①「陰翳」が生み出す文化についての筆者の主張を理解する。

②表現上の特色について、それが筆者の主張をどのように補強しているかを学ぶ。

③テキスト以外の様々な「日本文化論」を探して読み、比較する。
	関　谷崎潤一郎や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉／筆者の他の作品など、積極的に読書する姿勢を見せたか。〈課題提出〉

話　朗読を通して、文章の展開や要旨を的確にとらえているか。〈発問・授業時の反応〉

書　内容の要約や、自分なりのまとめを行うことができるか。〈ノート・プリント〉

読　坂口安吾『日本文化私観』や、加藤周一『雑種文化』『日本人とは何か』、山崎正和『日本文化と個人主義』、網野善彦『日本論の視座』など、他の様々な日本文化論と比較し、作品の読みを深めたり、人間や社会・文化について自分なりに考えたりすることができるか。〈プリント・発問〉

知　特に筆者独特の表現と思われる箇所を抜き出し、その意味を確認するとともに、その表現効果について理解することができるか。〈ノート・発問〉／谷崎潤一郎とその作品に関して理解しているか。〈発問・課題提出〉
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	　　　　　　　　　　　第二部　小説二
	文語体の小説を読み味わうとともに、明治の社会状況を理解し、主人公の恋愛と立身出世における内面の葛藤を通して当時の知識人たちの苦悩を追体験する。
	１　舞姫
	７
	①「豊太郎」と「エリス」の運命的な出会い、同郷人の讒言による免官、「エリス」との愛情の深まりと束の間の幸せ、「エリス」の妊娠、友人「相沢」の取り計らいによって実現された「天方伯」からの召喚、「相沢」の意見、開かれた帰国への道と「豊太郎」の心の葛藤、そして帰国の決心、「豊太郎」の裏切りを知った「エリス」の発狂までのそれぞれの場面を、「豊太郎」の心理に即して読み進める。

②人間としての愛情と、エリートとしての立身出世の志との葛藤に苦悩しながらも、自らの心の弱さから、結局は自らの真情を曲げて権力に従ってしまう「豊太郎」の生き方を読み取る。

③「豊太郎」の生き方を通して、明治の社会における知識人の苦悩を追体験する。
	関　森鷗外や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉／視点や立場を変えて『舞姫』の物語について相互に発表し合ったり、感想を述べ合ったりすることができるか。〈課題発表・授業時の反応〉

書　「豊太郎」の生き方について自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　「豊太郎」と「エリス」の出会いから別れまでを、「豊太郎」の心情に即して読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉／人間としての愛情（真情）と、エリートとしての立身出世の志との葛藤に苦悩する「豊太郎」の心情を読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉／自らの心の弱さから、結局は自らの真情を曲げて権力に従ってしまう「豊太郎」の生き方を読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉／「豊太郎」の生き方を通して、明治の社会における知識人の苦悩を追体験し、さらに「自分とは何か」という自己へのまなざしを持つことができるか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／森鷗外の代表的な作品やその文学史的な意義について理解しているか。〈プリント・発問〉
	３年　２学期　期末考査
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	第二部　評論四
	抽象的な表現や比喩から、筆者の思想や主張を読み取り、人間や社会を読み解くための普遍的な概念を導く論法を学ぶ。政治思想論・時間論／認識論・文化論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　権力とは何か
	３
	①二項対立的な論理を駆使する筆者が、「権力」に対するどのような見方を提出しようとしているか、読み取る。

②抽象的な概念としての「権力」が、現実のレベルではどんな場面で、どのように作用しているか、「権力の二面性」に注意しながら読み取る。
	関　「国家」や「自由」、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　「自由権」の考え方と「社会権」の考え方の違いについて調べ、発表することができるか。〈授業時の活動・課題発表〉／現実の社会問題と、筆者の主張する「権力」の働きとがどのようにかかわっているか、話し合うことができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　筆者の主張を参考にしながら、現代社会における「私たち」と「権力」との関わりはどうあるべきか、自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　「境界線を引くことに専念する権力」と「生存に配慮する権力」とはそれぞれどのようなことか、まとめることができるか〈発問・定期考査〉／「権力の二面性」とはどのようなことか、まとめることができるか。〈発問・定期考査〉／人びとはなぜ権力の内側にとどまるのかという問いに対する、筆者の主張を的確に読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	２　記憶の満天
	３
	①「星空」という題材から展開される哲学的考察について理解する。

②近代科学における主観と客観の二元論や、人間中心主義的な考え方についての是非を考える。
	関　教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　朗読を聞いて、文章の展開や要旨を的確にとらえることができるか。〈発問・授業時の活動〉／「〈見る〉ということ」の「不思議」について、話し合うことができるか。〈発問・ノートへの記入・意見交換〉

書　筆者の考え方に対し、自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　「〈見る〉ことの速度」とはどのようなことか理解できているか〈発問・定期考査〉／「宇宙の代理人」とあるが、そういえるのはなぜか理解しているか。〈発問・定期考査〉／「ひとはすでに幻視の世界に入っている」とはどのようなことか理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	３　隠れん坊の精神史


	３
	①「隠れん坊」と「おとぎ話」という具体例から経験についての普遍的な主題を導く論理の展開を読み取る。

②子どもの遊びの中にみられる身体を使った模倣から、大人社会の問題や文化を捉えなおす視点をもち、「遊び」や「学び」について考える。
	関　「子どもの遊び」や「おとぎ話」、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　論旨を押さえながら朗読したり、朗読を聞きながら文章の展開や要旨をとらえたりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉／「経験の消滅」が進むことは子どもたちにどのような変化をもたらすか、本文を参考にして意見を述べ合うことができるか。〈発問・授業時の活動〉／「隠れん坊」以外の子どもの遊びの「意味」について考え、発表することができるか。〈授業時の発表・課題発表〉

書　「隠れん坊」と「おとぎ話」の共通点と相違点を整理することができるか。〈発問・ノートへの記入〉／本文を四つの部分に分け、それぞれの要旨をまとめることができるか。〈発問・ノートへの記入〉

読　「肉臭を去った経験の『粋』であり、質料から解放された経験の『形相』であった」とはどのようなことか、説明できるか。〈発問・定期考査〉／「おとぎ話と隠れん坊の作者」が「歴史」「社会」であると考える筆者の論理を整理し、まとめることができるか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	１～２
	第二部　小説三
	現代作家の作品と、世界文学史に名を残す魯迅の古典的名作を読み、人と人との関係性・つながりについての考えを深める。
	１　ベル・エポック
	３
	①登場人物の心情とその移り変わりを会話や行動の描写を通して把握する。

②現代の小説に多く見られる人間関係の希薄さや、孤独感などがこの作品ではどのように表されているかを考える。
	関　教材の内容や、作者に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉／「私」やみちかの人物像・会話・行動から読み取れる二人の心情について積極的に話し合い、それらをまとめて発表することができるか。〈授業時の活動〉
書　ストーリーを要約できるか。〈発問・ノートへの記入〉／「みちかちゃんは実家には帰らない」と「私」が思った理由について、自分の考えを整理することができるか。〈ノートへの記入・定期考査〉

読　「私」とみちかとの間に起きた出来事を、時系列に沿って整理できるか。〈発問・定期考査〉／「頼りなげな裏切り」とはどのようなことかを的確に理解しているか。〈発問・定期考査〉／「残酷なくらいいい天気だった」「みちかちゃんの匂いも、誠さんの匂いも、ゆっくりこの部屋から抜けて空に昇っていくんだろう」という表現にはどのような効果があるかを理解しているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	３年　３学期　期末考査

	
	
	
	２　藤野先生
	３
	①学生時代の「私」と「藤野先生」の具体的な関わりについて正確に読み取る。

②「私」が医学専門学校在学中に感じた日本人の中国人に対する差別意識と「私」の屈辱感を読み取る。

③現在の「私」にとって、「藤野先生」が大切な師として記憶されている理由を読み取る。
	関　魯迅や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　人物の心情や情景を把握して朗読することができるか。〈発問・授業時の活動〉／朗読を聞きながら情景を的確にとらえ、表現を味わうことができるか。〈発問・授業時の活動〉
書　今までの自分の人生に大きな影響を与えた人物について、自分の考えをまとめることができるか。〈ノートへの記入〉

読　学生時代の「私」と「藤野先生」の具体的な関わりについて正確に読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉／「私」が在学中に感じた日本人の中国人に対する差別意識と「私」の屈辱感を読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉／「私」にとって「藤野先生」が大切な師として記憶されている理由を読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉
知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉／魯迅について、その文学史的な意味を理解しているか。〈プリント・発問〉
	

	
	第二部　評論五
	日常のかけがえなさをめぐる文章と、戦争における極限状況をめぐる文章を読み、世界の混乱の中で、身近な他者の日常をいつくしむ想像力を養う。社会学・戦争論など幅広い分野の評論文を読む。
	１　誰にも隠されていないが、誰の目にも触れない
	４
	① 「誰にも隠されていないが、誰の目にも触れない」とはどのようなことをさしているのか、筆者の主張を理解する。　

② 提示された「物語」とそこから派生する「二つの物語」をそれぞれ整理し、結論へとつながる論理構成を押さえる。

④ 文学評論の体裁をした新しいタイプの社会学評論であることに気づき、このような評論の型や文体に親しむ。
	関　新しいタイプの社会学評論であることや、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　「何も起きていない現実が世界中で起きている」という末尾部分について、筆者が言おうとしているのはどういうことなのか、話し合うことができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　家族や友人の平凡な一日の出来事をできるだけ詳しく聞きとり、レポートにまとめることができるか。〈ノートへの記入・課題発表〉

読　三つの物語を整理し、構成を押さえることができるか。〈発問・定期考査〉／「このようなことは、世界中に存在している」という結論部から、この文章が物語を読解することではなく、物語の読解で使った想像力を用いて現実を見る視点を提示することにある、ということに気づくことができているか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
	

	
	
	
	２　ある〈共生〉の経験から
	４
	①筆者の収容所生活がどのようなものであったかを理解する。

②収容所の極限的な状況の中で生まれた〈共生〉を筆者はどのように分析しているか読み取る。

③収容所での〈共生〉を支えた連帯とはどのようなものであったか理解する。

④筆者の考えを跡づけながら、連帯の真の契機となるものは何かを理解する。
	関　シベリア抑留をはじめとする戦争体験や、教材の内容に関心を持っているか。〈発問・授業時の反応〉／範読・音読・指名読みの態度は積極的か。〈授業時の反応〉

話　論旨を押さえながら朗読したり、朗読を聞きながら文章の展開や要旨をとらえたりすることができるか。〈発問・授業時の活動〉

書　筆者の〈共生〉に対する考えについて、自分が考え感じたことをまとめることができるか。〈ノートへの記入・定期考査〉

読　筆者の収容所生活はどのようなものであったか理解しているか。〈発問・定期考査〉／収容所の極限的な状況の中で生まれた〈共生〉がどのようなものであったか読み取ることができるか。〈発問・定期考査〉／筆者の考えを跡づけながら、連帯の真の契機となるものは何かを理解することができるか。〈発問・定期考査〉

知　全文を正しく音読できるか。〈指名読み〉／語句の意味や用法を理解しているか。〈発問・小テスト〉
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